近江八幡市立総合医療センター平成24年度公開講座企画提案書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出年月日　2012年4月14日
	提案の代表者
	所属：禁煙推進チーム2012（診療部病理診断科）　氏名：細川洋平

	事務的代表者
	所属：禁煙推進チーム2012（看護部看護長室）　氏名：森　博美

	他の職員氏名、所属等

	禁煙推進チーム2012

（診療部小児科）西澤嘉四郎

（看護部）瀬戸康子、岡田　久美、西居清美、田中郁子、寺田るみ子、北川美希子、田中紀久子、中川由起子

（薬剤部）西尾諭美

（臨床検査科）南村知代

（事務部）田邊　智、志井京子、堀川徳子

	提　案　内　容

	１．目的

世界禁煙デー（毎年5月31日）、日本禁煙週間（毎年5月31日～6月6日）に因み、近江八幡市立総合医療センター職員による社会貢献活動の一環として公開禁煙啓発講演会を実施し、喫煙者の方には禁煙に踏み出す機会を、非喫煙者の方には受動喫煙病の実態と禁煙支援法を理解する機会を提供し、受動喫煙防止条例制定に向けての風土を醸成することを目的とする。
２．実施予定日：　平成24年6月30日（土）１３：００～１６：００（開場　１２：３０）
３．会場：　近江八幡市立総合医療センターよしぶえホール

４．実施規模：　１００人
５．内容：「禁煙で健康生活習慣を確立し、空気のきれいな公共空間、職場づくりを目指しま
しょう」
第１部　禁煙啓発講演会　１３：００～１４：５０

１）地域の皆さんと共に歩む当院の禁煙支援活動について（２０分）

２）禁煙のススメ「禁煙治療で楽に禁煙しましょう」（６０分）

３）患者さん体験談「私はこうやって禁煙できました」（２０分）

４）寸劇「タバコマンに禁煙支援をしてみよう」（１０分）

第２部　無料検査実施と無料禁煙相談　１５：００～１６：００

１）無料禁煙相談

２）無料肺機能検査実施（スパイロメーター）及び無料呼気中CO測定

３）禁煙啓発資料展示

４）禁煙啓発資料及びグッズ無料提供

６．実施体制（準備段階、当日の協力体制など）
１）禁煙推進チーム2012に属する当院職員が中心となって運営する。

２）臨床検査科、薬剤部、栄養管理科に応援を依頼する。

３）禁煙外来で禁煙に成功された患者さんに出演を依頼する。
４）近江八幡市・蒲生郡医師会事務室、八幡薬剤師会事務室、近江八幡市保健センタ

ー、近江八幡竜王少年センター、滋賀禁煙推進研究会、京都禁煙推進研究会に応

援を依頼する。

７．後援団体（予定）依頼先
近江八幡市・蒲生郡医師会、八幡薬剤師会、近江八幡市保健センター、近江八幡竜王少年センター、滋賀県医師会、滋賀県看護協会、滋賀禁煙推進研究会、京都禁煙推進研究会、日本禁煙学会
８．予算（概算レベル）
10万円【内訳：ポスター・チラシ印刷、禁煙啓発資料作成、禁煙啓発グッズ（例えば禁煙飴、禁煙推進ティッシュ、ぬいぐるみのタバコマン）購入費、茶菓提供】
９．禁煙推進チームの2011年度活動実績
①院内禁煙啓発講演会（4月4日、4月5日）

②近江八幡市立看護専門学校防煙授業（4月13日）

③世界禁煙デー・日本禁煙週間記念公開講座開催（5月31日）

④世界禁煙デー近江八幡駅前禁煙啓発活動に参加（5月31日）

⑤京都府立医科大学医学部3回生防煙講義（6月17日）

⑥同志社女子大学薬学部講演会（7月18日）

⑦近江八幡市健康フェスティバル参加（7月23日）

⑧近江八幡竜王少年センター合同禁煙推進研修会（9月13日）

⑨スモークフリーキャラバン交歓研修会（9月20日）

⑩地域禁煙推進活動キックオフ会議（10月14日）

⑪地域文化祭参加（10月～11月、合計６地区）

⑫近江八幡市舟木町自治会青少年学区民会議（11月12日）

⑬近江兄弟社中学校防煙教室（12月2日）

⑭近江八幡市加茂町自治会青少年育成町民大会（12月4日）

⑮禁煙推進チーム会議(12月12日）

⑯長浜市長浜小学校防煙教室(2012年1月30日）

⑰蒲生郡竜王町竜王小学校防煙教室（2月28日）

⑱大津市民病院禁煙啓発公開講演会（3月15日）
９．添付資料

①第6回日本禁煙学会学術集会一般講演パワーポイント資料

②スモークフリーホスピタルニュース創刊号～第７号

１０．申請に当たって
申請者は2005年１月以降、当院で禁煙外来診療に従事し、2006年10月から当地において禁煙啓発活動に従事して参りました。2007年から院内職員が緩やかに連携する禁煙推進チームを立ち上げ、院内各位のご理解を得て地道な院内外での禁煙啓発活動を継続して参りました。チームとして次第に実力を身につけ、昨年5月31日には院内のご理解を得て公開講座をすでに実施しております。また、昨年9月20日には神奈川県からスモークフリーキャラバンチームの訪問を受けた際に、滋賀県内の禁煙推進活動従事者の参加を得て、「スモーフリーキャラバン交歓研修会」を開催し、成功裡に終えたところです。ところで、当院における禁煙推進チーム活動の特色は活動そのものが学びとなっていることであり、2007年2月～2011年10月までの5年間で9名の日本禁煙学会認定禁煙指導者を養成することが出来ました。
本事業はWHO、日本禁煙学会、京都禁煙推進研究会の理念に基づき、喫煙者に対する禁煙支援と子供の生育環境を守り、非喫煙者の受動喫煙被害を無くするための受動喫煙ゼロ社会の実現を２本柱としておりますが、成人男性の30％、成人女性の10％が喫煙者で、とくに30代、40代の男性、20代の女性の喫煙者の比率が高いことは注目するべきことで、その周囲には幼い子供たちがいることを忘れることが出来ません。
本年4月には屋内完全禁煙が達成できていない医療機関における診療報酬減額が具体化されましたが、いずれ敷地内完全禁煙が求められることでしょう。また、今秋、当院は日本医療機能評価機構の審査を受審致しますが、2007年に実施した前回の審査では、審査当日に医療機能評価機構から派遣されたサーベイヤーの傍らを通りすがった職員からタバコ臭がしたために、受審最終日（2007年6月22日（金））の講評で改善項目の一つとして指摘され、最終認可が6ヶ月間遅れたことは今なお記憶に新しいところであります。

最後になりましたが、今までの禁煙推進チームの取り組みに対するご理解に対して深甚の謝意を申し上げると共に、当禁煙推進チームへのさらなるご理解、ご支援を賜りたくここに申請いたします。



